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早稲田大学法学部助手 春山習氏は、早稲田大学学位規則第 7 条 1 項に基づき、2017
年 10 月 12 日、その論文「ディシプリンとしての憲法学―フランス第三共和制憲法学
の誕生・展開・変容―」を早稲田大学大学院法学研究科長に提出し、博士(法学)（早
稲田大学)の学位を申請した。後記の委員は、上記研究科の委嘱を受け、この論文を審
















 本論文の構成は次のとおりである。  
序章 
第 1 章 19 世紀フランスにおける大学改革と憲法学  
第 2 章 公法学の構想：フェルディナン・ラルノードの公法学  
第 3 章 憲法学の誕生：アデマール・エスマンの憲法学  
第 4 章 憲法学の展開：レオン・デュギ、モーリス・オーリウの憲法学  





序章では、問題の所在（第 1 節）、先行研究の分析と本研究の位置づけ（第 2 節）、






























第 1 章 19 世紀フランスにおける大学改革と憲法学  
第 1 章は、フランスの大学制度とその改革（第 1 節）、法科ファキュルテと私法
の優位（第 2 節）、サクリストの見解（第 3 節）、サクリスト説の検討（第 4 節）、
小括（第 5 節）の全 5 節で構成されている。本章では、19 世紀における大学制度の
あり様が、憲法学というディシプリンの誕生する客観的、制度的前提として描写さ
れる。 




































第 2 章 公法学の構想：フェルディナン・ラルノードの公法学  
  第 2 章は、RDP の創刊とラルノード（第 1 節）、ラルノードの学問観と方法論（第






























第 3 章 憲法学の誕生：アデマール・エスマンの憲法学  
  第 3 章は、方法論（第 1 節）、主権（第 2 節）、国家（第 3 節）、統治（第 4 節）、
小括（第 5 節）の全 5 節で構成される。著者の目的はエスマン憲法理論の総合的分
析ではない。エスマンが 1896 年に出版した『憲法原理』をもってフランス第三共
和制における憲法学の誕生のメルクマールとみなすことができるのはなぜか、とい























































第 4 章 憲法学の展開：レオン・デュギ、モーリス・オーリウの憲法学  
  第 4 章は、デュギの憲法学史上の位置づけ（第 1 節）、デュギの方法（第 2 節）、
オーリウの憲法学史上の位置づけ（第 3 節）、オーリウの方法（第 4 節）、デュギと
オーリウの方法（第 5 節）、デュギ、オーリウの国家論の問題性（第 6 節）、オーリ












































































第 5 章 憲法学の変容：ジョゼフ・バルテルミの憲法学  
第 5 章は、両大戦間のフランス（第 1 節）、バルテルミの方法（第 2 節）、バルテ
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